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はじめに 
地震計博物館とは，地震研究所 2 号館 B18

号室にある，古い地震計などを展示している

部屋のことである（図１）．1890 年代～1990
年代に活躍した煤書き記録式地震計に対して

実際に煤付けを行い，動態展示なども行って

いる． 
地震研究所は 2025 年に創立 100 年を迎え

たが，100 周年事業の一環として「地震計博

物館の展示拡充」が企画され，2025 年 1 月ま

でに「バックヤード・展示エリアの拡充（2 号

館 B09,10 号室の追加）」や，「展示地震計の拡

充（萩原式電磁地震計（HES）と今村式 14 年

型簡単微動計の収集）」が行われ，前回の職員

研修にてその取り組みを紹介した（宮川，

2025）．本発表では，2025 年 1 月以降の取り

組みを紹介する． 
 
バックヤード・展示エリアの拡充 

バックヤードと展示エリアを兼ねた 2 号館

B09,10 号室は，2025 年 3 月に壁面塗装・床

材張り替えなどが行われると共に，物品棚の

据え付けが行われた．その後展示用テーブル

の設置なども行われ，少しずつではあるが第 2

展示室として，コンテンツの充実が進められ

ている．この部屋は同時に，希少価値のある

機器を引き取って保存する役目も担っている

が，より多くの機器保存を可能とするため

に，同じフロアの 2 号館 B17 号室（設備室）

の左半分も，保存用スペースとしての利用が

認められることとなった．今後は 2 号館 B18
号室，B09,10 号室，B17 号室の 3 室体制で，

機器の展示や保存を行う予定である． 
 
展示品の拡充・修復 
 2024 年に広島地震観測所から回収した今村

式 14 年型簡単微動計は，橋本技術職員により

オーバーホールと修復が行われ（橋本，

2025），動態展示まであと一歩のところまで来

ている．また地震計博物館で動態展示してい

る煤書き記録式地震計は，これまでタイムマ

ークが無い状態で稼働させていたが，2025 年

8 月に渡邉技術職員がタイムマーク装置を導入

し，煤書き記録にタイムマークが刻まれるよ

うになった（渡邉，2025）． 
数年前からは，340 名超の OB・OG が加入

する地震研同窓会とも連携することで，素性

が不明な機器の由来を情報提供して頂いた

図１．地震計博物館・第 2 展示室・バックヤードの部屋配置と写真 



り，地震研究所在籍時の資料・写真・機器な

どを寄贈して頂いたりしている． 
 
現代アーティストとの協働による HES の展示 

2025 年 5 月に現代アーティスト Marianna 
Cristofides 氏が来日し，「地震・火山アート展

示」の準備が行われた．展示物には西之島火

山の噴出物やデータ通信ケーブルなどをモチ

ーフとした現代アート作品の他に，光学記録

方式の萩原式電磁地震計（HES）・記録装置を

実際に稼働させて，35mm フィルムに地震波

形を記録し，そのフィルム記録を映写する，

という内容も含まれていた．HES による観測

は地震計博物館内で実施することから、その

観測支援を行った．2 台の記録装置に 35mm
フィルムをセットし，さまざまな種類の地震

計を接続して観測を繰り返したところ，2025
年 6 月 2 日 3 時 52 分に発生した十勝沖地震

（Mjma6.3；震央距離約 750km）の記録に成

功した（図２）． 

「地震・火山アート展示」は，2025 年 10
月から地震研 1 号館内で展示されており，年

度内は見学が可能である． 
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図２．萩原式電磁地震計（HES）・記録装置を 2 式用いた観測の様子．赤線は 2 台の記録装置

を示し，各記録装置には右上写真のような，35mm フィルムを最大 4 枚セット可能なドラム

が付属している．青線は地震計であり，萩原式電磁地震計だけでなく，さまざまな地震計を接

続して観測を何度も繰り返した．下写真が，写真奥側の記録装置に，Lennartz 製 LE-3DLite
地震計を接続していた時に記録された，十勝沖地震の波形である． 


